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Ⅰ 第2四半期決算レビュー

3岐阜工場（竣工時）



第2四半期決算の主なポイント
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半導体不足等
影響あるものの
コロナ禍の前年
同期比増収

前期から取組ん
でいる収益改善
諸施策の効果

住設資材堅調、
売上・利益ともに
コロナ前の水準
を回復

前年同期比
増収

営業
黒字化

住宅
堅調



連結業績の概要
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売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

7,754

9,698

△584

177 162 124

部品供給制約による
自動車減産あったが
前年同期比25％増収

2021／3期2Q
2022／3期2Q

（百万円）

△580 △653

損益黒字化



地域別売上高
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日本

中国6,165
7,209660
1,090833

1,237
96

162

前期2Q 当期2Q

日本

中国
米国
タイ

計7,754 計9,698

金額
（百万円）

売上比率
（％）

1.7

12.8

74.3

11.2

全ての地域で増収

海外売上比率25.７％
前年同期比5.2ポイント
増加



自動車生産台数推移（月別）
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（出典：ﾏｰｸﾗｲﾝｽﾞのデータを基に当社グラフ化）

10月を底に回復に転じる見通し



住宅セグメント業績
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Ⅱ 通期業績見通しおよび
重点課題の取組み

9岐阜工場（竣工時）



通期業績見通し
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売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

18,311

21,000

520

△515

470

△525

400

2021年5月公表の業績予想値を変更しておりません

2021／3期実績
2022／3期予想

（百万円）

△1,028



中期経営計画RD365 概要
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期間：2020年3月期～2022年3月期（３年間）
重点課題
収益力強化 グローバル各拠点の収益化
市場開拓 内外連携強化し受注拡大
新技術開発 次の主力製品開発

当期純利益６億円 ROE５％以上を目指す

重点課題の方向性は不変
コロナ影響の挽回と収益改善に注力



重点課題の取組み
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収益力
強化

受注変動に対する柔軟な生産体制
原価低減案件の積上げ
体制効率化・報酬見直し

内外連携によるグローバル車受注
非日系EVメーカー等の受注獲得
住設資材他非自動車分野の開拓

※開発テーマの中から２事例紹介

市場
開拓

新技術
開発



MEIWA INDUSTRY CO., LTD. 13

NO 分野 開発テーマ 期待する効果 SDGsとの関連

１

自動車
内装部品

軽量・高剛性ラゲージボード（３種類）
うち、1種類が軽量ゼムライト P14

軽量
高性能

７、９

２ 軽量・断熱材製品 軽量・断熱 ９、１３

３ 電磁波シールド材製品 ノイズ遮断 ３、９

４ 吸遮音材製品 静粛性 ３、９

５
住宅 避難所用防炎間仕切り・簡易ベッド 居住性の向上 １１、１３

６ 住設資材の施工性改善 省エネ施工 ７、１１

７
生産工法 製品端材のダイレクト還元 P15 資源循環

省エネ ７、１２、１３

８ 過熱蒸気加熱 省エネ ７、１２

研究開発費 （技術者の人件費等を含む）

新技術開発 開発テーマ（例）

2021年3月期4.5億円 2022年3月期計画約５億円



新技術開発 軽量ゼムライト
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軽量・高剛性のゼムライト基材がさらに軽く
『ガラス繊維強化PPシート』を表面材に採用
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新技術開発 製品端材のダイレクト還元
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製品端材をペレット化せずダイレクトに材料還元
リペレット工程を省きCO2排出量を削減

従来フロー新技術フロー

ダ
イ
レ
ク
ト
還
元

押出

成形

破砕

粉砕
リペレット

押出

成形

破砕
粉砕

熱による
リペレット

年間120tを削減

CO2排出量

リペレットに掛かる消費電力
316,000kw/年

×
CO2排出係数（2020年）

0.379 kg/kwh

＝ CO2排出量
約120t/年



気候変動への取組み
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目標：2050年にはカーボンニュートラルを達成
※2030年までに、2013年比で50%削減
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CO2排出量の削減計画 （単位：ｔ-CO2）

■SCOPE1
化石資源の燃焼による直接的な排出

■SCOPE2
購入電力等による間接的な排出



気候変動への取組み
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世界規模で進む気候変動を緩和する取組みを
加速します

に向け取組み SDGsとの関連

生産プロセスに於けるGHG排出量の削減に向け
無駄・ロスの極小化と物流の最適化

７、１１
１２、１３

高効率機器への設備更新 ７、１２

発生端材のリサイクル化で、廃棄物を削減
※サーマル処理で発生するGHGの抑制

７、１２
１３

新製品開発による自動車の性能向上
３、７
９、１２



Ⅲ 株主還元

18MEIWA INDUSTRY NORTH AMERICA（竣工時）



株主還元
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2018／3期 2019／3期 2020／3期 2021／3期 2022／3期

利益配分に関する基本方針
企業基盤強化のために必要な内部留保を確保しながら、安定的な配当の
継続を基本に、業績および配当性向等を総合的に勘案して配当を決定

一株当たり配当金の推移

50 50 25
（単位：円）

中間
配当

50

25

25 

2022年3月期は
中間配当25円を
実施

期末配当25円、
年間配当50円を
見込む

50(予)

期末
配当

期末
配当

25



Ⅳ（ご参考）売上高の内訳等

20岐阜工場（竣工時）



自動車部品の部位別売上高
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53.8%

23.5%

12.5%

3.1%

自動車部品売上高

2022／3期2Q

8,844
（百万円）

金額
（百万円）

構成比
（％）

トランク部品 4,755 53.8

フロア部品 2,074 23.5

シート部品 1,107 12.5

ルーフ部品 276 3.1

その他 630 7.1

売上構成はトランク部品が約５割

7.1%

トランク
部品

フロア
部品

シート
部品

ルーフ
部品

その他



自動車部品のメーカー別売上高
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55.8%

14.4%

12.8%

7.1%
2.7%
2.1%
1.2% 0.9% 3.0%

自動車部品売上高

2022／3期2Q

8,844
（百万円）

金額
（百万円）

構成比
（％）

トヨタG 4,932 55.8
ホンダG 1,271 14.4
日産G 1,130 12.8
いすゞG 630 7.1
スズキG 241 2.7
SUBARU G 181 2.1
マツダG 105 1.2
三菱G 81 0.9
その他 269 3.0

トヨタグループ向けが約６割

トヨタＧ

ホンダＧ

日産Ｇ

いすゞＧ

スズキＧ

マツダＧ

SUBARUＧ

三菱Ｇ その他



バランスシートの概要
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2021／3月末 2021／9月末 2021／3月末 2021／9月末

現預金 + 165
売上債権 + 421

工具器具及び備品△ 446
建設仮勘定△ 821

資産合計

21,991
資産合計

22,350
負債純資産合計

21,991
負債純資産合計

22,350

流動資産

10,530
流動資産

11,650

固定資産

11,460
固定資産

10,699

流動負債

7,574
流動負債

7,148

固定負債

4,216
固定負債

4,589

純資産

10,199
純資産

10,612

（百万円）

流動資産 ＋ 1,120

固定資産 △ 760

流動負債 △ 426

固定負債 ＋ 372

純資産 ＋ 412

為替換算調整勘定 +342

仕入債務 △ 474
短期借入金 △ 203

長期借入金 + 197
リース債務 + 239



キャッシュフロー計算書の概要
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（百万円）

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動
による
ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

投資活動
による
ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

財務活動
による
ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

現金及び
現金同等物の
期末残高

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

2022年3月期2Q（2021年4月～9月）

3,294 3,460

-250 +226
+75

有形固定資産
の取得 -223

税金等調整前
四半期純利益 +160
減価償却費 +377
仕入債務 -500 セールアンド

リースバック +367

+114



盟和産業株式会社

本資料に記載されている将来に関する見通しは、不確定なリスク
要因を含んでおります。したがって、実際の結果は様々な要因に
よって見通しと大きく異なる可能性がありうることをご了承くだ
さい。


